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関
西
大
学
国
文
学
会
彙
報

一
、
令
和
4
年
度
関
西
大
学
国
語
国
文
学
専
修
年
間
行
事
（
一
部
予
定
）

令
和
4
年
4
月
20
日
㈬　

2
年
次
生
就
活
・
卒
論
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

7
月
23
日
㈯　

第
1
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
後
掲
）

　
　
　
　

9
月
22
日
㈭　

3
年
次
生
就
活
・
卒
論
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

11
月
24
日
㈭　

院
生
合
同
学
術
研
究
大
会

　
　
　
　

12
月
10
日
㈯　

第
2
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
後
掲
）

令
和
5
年
3
月
23
日
㈭　

新
2
年
次
生
対
象
専
修
別
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス

�

（
国
文
学
会
主
催
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
併
催
）

二
、
関
西
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会

◇
第
1
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

日　
　

時　

令
和
4
年
7
月
23
日
（
土
）
午
後
2
時
よ
り

会　
　

場　

関
西
大
学
第
一
学
舎
五
号
館　

Ｅ
402
教
室

総　
　

会

研
究
発
表

「
三
島
由
紀
夫
「
女
神
」
論
―
「
秩
序
」
と
破
滅
の
二
元
論
か
ら
の
考
察
―
」

　
　

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程　

李　
　

逸
飛

「「
推
量
」
の
意
識
史
」

�

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員　
　

古
川　

大
悟

◇
第
2
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

日　
　

時　

令
和
4
年
12
月
10
日
（
土
）
午
後
1
時
よ
り

会　
　

場　

関
西
大
学
第
一
学
舎
五
号
館　

Ｅ
403
教
室

研
究
発
表

「『Iw
aya Sazanam

iʼs Japanese Fairy T
ales

』
考
―
北
星
堂
版
に
つ

い
て
―
」

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程　

岡
本　
　

梓

「
井
上
靖
『
楊
貴
妃
伝
』
論
―
権
力
と
女
性
の
力
学
―
」

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程　

毛　
　
　

鋼

「
自
慢
の
言
語
表
現
の
語
用
論
的
分
析
」

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程　

中
内　
　

遥

「『
琴
歌
譜
』「
茲
都
歌
」
―
『
貫
之
集
』
二
一
番
歌
へ
の
享
受
―
」

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程　

福
原
佐
知
子

三
、
関
西
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会 

発
表
要
旨

◇
第
1
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
7
月
23
日
）

研
究
発
表

「
三
島
由
紀
夫
「
女
神
」
論
―
「
秩
序
」
と
破
滅
の
二
元
論
か
ら
の
考
察
―
」
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�

李　
　

逸
飛

（
本
号
掲
載
ゆ
え
に
省
略
）

「「
推
量
」
の
意
識
史
」

�

古
川　

大
悟

　

本
発
表
は
、
文
法
的
意
味
と
し
て
の
「
推
量
」（
和
語
「
推
し
量
り
」

も
含
む
が
、
以
下
「
推
量
」
と
略
記
す
る
）
と
い
う
概
念
が
、
歴
史
的
に

ど
の
よ
う
に
自
覚
さ
れ
認
識
さ
れ
て
き
た
の
か
を
立
論
し
た
も
の
で
あ

る
。
中
古
の
歌
学
か
ら
、
中
世
の
連
歌
論
・
テ
ニ
ヲ
ハ
論
を
経
て
、
近
世

の
国
学
ま
で
を
対
象
と
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
国
語
学
史
の
論
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

　

中
古
〜
中
世
前
期
に
は
、
歌
合
の
判
詞
や
注
釈
書
類
に
お
い
て
、
助
動

詞
ラ
ム
が
用
い
ら
れ
た
和
歌
を
解
説
す
る
場
合
に
「
推
量
」
が
現
れ
る
。

現
前
す
る
確
実
な
事
態
と
は
対
照
的
な
、
想
像
・
空
想
に
基
づ
く
不
確
か

な
事
態
が
述
べ
ら
れ
た
表
現
に
つ
い
て
、
詠
み
手
の
「
推
量
」
で
あ
る
と

い
う
意
識
が
働
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
中
世
後
期
の
連
歌
論

書
・
テ
ニ
ヲ
ハ
論
書
で
は
、
助
動
詞
ラ
ム
や
係
助
詞
ヤ
の
種
々
の
用
法
の

中
で
、
確
実
な
根
拠
に
基
づ
い
て
導
か
れ
る
合
理
的
な
推
論
を
表
す
場
合

が
「
推
量
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
中
古
〜
中
世
前
期
の
「
推
量
」
は
事
態

の
不
確
実
性
に
主
眼
が
あ
っ
た
が
、
中
世
後
期
に
は
逆
に
、
根
拠
の
確
実

性
に
焦
点
が
置
か
れ
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
近
世
に
入
る
と
「
推

量
」
の
定
義
に
揺
れ
が
生
じ
、「
ヤ
…
…
ラ
ム
」
の
よ
う
な
疑
い
の
表
現
や
、

未
実
現
事
態
を
表
す
助
動
詞
ム
な
ど
も
含
め
て
、
広
く
「
推
量
」
と
い
う

説
明
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
推
量
」
は
現
在
の
よ

う
に
多
様
な
助
動
詞
の
意
味
を
包
摂
す
る
用
語
と
な
っ
た
。

　

本
発
表
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
「
推
量
」
を
め
ぐ
る
自
覚
・
認
識
の
歴

史
を
素
描
し
た
。
発
表
者
は
古
代
日
本
語
助
動
詞
の
意
味
記
述
を
研
究
課

題
と
し
て
お
り
、
本
発
表
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
今
後
、
助
動
詞
の
意

味
的
体
系
性
の
究
明
に
生
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

な
お
本
発
表
の
内
容
を
も
と
に
し
た
論
考
が
、「『
推
量
』
認
識
の
史
的

展
開
」
と
い
う
題
で
、『
国
語
語
彙
史
の
研
究　

四
十
二
』（
和
泉
書
院
、

二
〇
二
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

◇
第
2
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
12
月
10
日
）

研
究
発
表

「『Iw
aya Sazanam

iʼs Japanese Fairy T
ales

』
考
―
北
星
堂
版
に
つ

い
て
―
」

�

岡
本　
　

梓

本
発
表
は
、
一
九
三
八
年
に
出
版
社
・
北
星
堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
英
訳

日
本
昔
話『Iw

aya Sazanam
iʼs Japanese Fairy T

ales

』（
全
十
二
編
）

に
つ
い
て
、
書
誌
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
で
出
版
の
目
的
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
あ
る
。
発
表
で
は
、
次
の
三
点
を
指
摘
し
た
。
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①
本
叢
書
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
製
本
技
術
と
、
欧
米
最
新
の
活
字
技

術
と
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
書
物
で
あ
る

②
一
九
三
〇
年
代
の
北
星
堂
は
、
欧
米
諸
国
に
対
し
て
、
自
社
の
優
れ

た
印
刷
・
製
本
技
術
を
顕
示
し
て
い
た

③
一
九
三
四
年
以
降
の
日
本
で
は
、
日
本
文
化
の
発
信
が
国
策
と
し
て

推
進
さ
れ
て
お
り
、
北
星
堂
に
よ
る
本
叢
書
の
出
版
も
、
国
策
に
沿
う
企

画
で
あ
っ
た

『Iw
aya Sazanam

iʼs Japanese Fairy T
ales

』
は
袋
綴
装
の
書
物

で
あ
る
。
表
紙
に
は
雲
竜
紙
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
中
央
に
題
簽
が
貼
り

付
け
ら
れ
て
い
る
。
北
星
堂
の
広
告
に
よ
れ
ば
、
本
文
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
入
手
し
た
欧
米
最
新
の
活
字
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
）
が
使
わ
れ
て

い
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
北
星
堂
出
版
目
録
か
ら
は
、当
時
の
北
星
堂
が
、

優
れ
た
活
字
印
刷
技
術
と
製
本
技
術
と
を
特
色
と
し
、
欧
米
諸
国
に
対
し

て
顕
示
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、北
星
堂
は
一
九
三
四
年
以
降
、

日
本
文
化
紹
介
書
の
出
版
に
注
力
し
て
お
り
、『Iw

aya Sazanam
iʼs 

Japanese Fairy T
ales

』
も
、
日
本
人
の
国
民
性
を
紹
介
す
る
書
物
で

あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
北
星
堂
に
よ
る
日
本
文
化
紹
介
は
、
国
際
連
盟

離
脱
後
、
日
本
に
お
い
て
欧
米
諸
国
に
対
す
る
日
本
文
化
の
紹
介
が
推
奨

さ
れ
た
時
期
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、『Iw

aya Sazanam
iʼs Japanese 

Fairy T
ales

』
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
製
本
技
術
と
、
欧
米
最
新
の
印

刷
技
術
と
を
融
合
し
て
作
ら
れ
た
書
物
で
あ
り
、
本
叢
書
の
出
版
は
、
日

本
を
優
れ
た
印
刷
・
製
本
技
術
を
有
す
る
国
と
し
て
紹
介
す
る
た
め
の
試

み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。な
お
、本
発
表
は
、「
北
星
堂
に
よ
る『Iw

aya 

Sazanam
iʼ s Japanese Fairy Tales

』
出
版
と
そ
の
意
図
に
つ
い
て
」
と

い
う
題
で
、『
次
世
代
人
文
社
会
研
究
』
第
十
九
号
（
韓
日
次
世
代
學
術

Forum

、
二
〇
二
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
る
。

「
井
上
靖
『
楊
貴
妃
伝
』
論
―
権
力
と
女
性
の
力
学
―
」

�

毛　
　
　

鋼

昭
和
三
十
八
年
二
月
か
ら
昭
和
四
十
年
五
月
ま
で
、
井
上
の
女
性
を
主

人
公
に
し
た
長
篇
歴
史
小
説
の
第
二
作
と
し
て
、『
楊
貴
妃
伝
』
は
『
婦

人
公
論
』
に
お
い
て
連
載
さ
れ
た
。『
婦
人
公
論
』
は
、
女
性
は
い
か
に

し
て
生
き
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
続
け
た
婦
人
雑
誌
で
あ

る
。
井
上
は
雑
誌
の
読
者
層
を
意
識
し
て
、
敢
え
て
女
性
主
人
公
小
説
を

書
く
と
決
心
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
背
景
の
も
と
に
書
か
れ
た

『
楊
貴
妃
伝
』
は
、『
お
ろ
し
や
国
酔
夢
譚
』
が
辿
り
つ
い
た
「
年
代
記
的

手
法
」
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
徹
底
し
た
形
で
な
く
、
創
作
と
改
変
が
随

所
に
見
い
だ
せ
る
。
そ
れ
は
「
女
と
し
て
の
生
き
方
を
探
」
る
た
め
に
、

井
上
が
意
図
的
に
施
し
た
小
説
的
逸
脱
と
思
わ
れ
る
。

従
来
の
先
行
研
究
で
は
、楊
貴
妃
の
「
生
き
方
」
に
焦
点
を
当
て
た
が
、

井
上
の
女
主
人
公
歴
史
小
説
に
共
通
す
る
〈
権
力
〉
と
〈
女
性
〉
と
い
う
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テ
ー
マ
、
ま
た
は
ヒ
ロ
イ
ン
の
身
分
設
定
で
あ
る
、〈
権
力
者
の
妃
〉
と

い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
自
体
に
は
注
目
し
て
い
な
い
が
、
井
上
が
描
い
た
女
主

人
公
小
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
例
外
な
く
〈
権
力
者
の
妃
〉
と
い
う
身
分
に

あ
た
る
女
性
で
あ
る
。

従
っ
て
、
本
発
表
で
は
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
、〈
権
力
者

の
妃
〉
で
あ
る
楊
貴
妃
と
「
権
力
者
」
で
あ
る
玄
宗
皇
帝
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
お
よ
び
〈
権
力
〉
構
造
の
推
移
を
考
察
し
て
、〈
女
性
〉
と
〈
権
力
〉
と

い
う
モ
チ
ー
フ
か
ら
、
井
上
靖
の
女
性
主
人
公
シ
リ
ー
ズ
の
定
番
で
あ
る

〈
権
力
者
の
妃
〉と
い
う
特
異
な〈
女
性
〉の
設
定
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
た
。

考
察
に
よ
る
と
、
玄
宗
を
自
分
の
運
命
→
自
分
の
運
命
で
も
あ
り
一
人

の
人
間
で
も
あ
っ
た
→
獲
物
→
玩
具
→
権
力
の
容
器
と
、
楊
の
認
識
の
変

化
か
ら
、井
上
は
〈
権
力
者
〉
と
〈
権
力
者
の
妃
〉
の
逆
転
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
権
力
関
係
を
描
い
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
井
上
は
楊
貴
妃
と
い
う
歴
史
上
の
人
物
の
個
性
の

追
求
に
興
味
を
持
っ
て
本
作
を
執
筆
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
〈
権

力
〉
と
真
正
面
か
ら
触
れ
合
っ
た
一
人
の
〈
女
性
〉
の
生
き
方
に
関
心
を

寄
せ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
自
慢
の
言
語
表
現
の
語
用
論
的
分
析
」

�

中
内　
　

遥

（
本
号
掲
載
ゆ
え
に
省
略
）

「『
琴
歌
譜
』「
茲
都
歌
」
―
『
貫
之
集
』
二
一
番
歌
へ
の
享
受
―
」

�

福
原　

佐
知
子

琴
歌
譜
十
一
月
節
「
茲
都
歌
」
の
下
句
は
、
古
事
記
の
「
志
都
歌
」
と

同
じ
「
誰
に
か
も
寄
ら
む
神
の
宮
人
」
で
あ
る
が
、
こ
の
表
現
は
、
紀
貫

之
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
貫
之
集
二
一
番
歌
「
宮

人
の
摺
れ
る
衣
に
ゆ
ふ
だ
す
き
か
け
て
心
を
た
れ
に
寄
す
ら
ん
」
の
、「
宮

人
は
誰
に
心
を
寄
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」と
い
う
発
想
は
、「
志
都
歌（
茲

都
歌
）」
の
、「
神
の
宮
人
は
誰
に
頼
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
同
じ

く
、
す
で
に
心
を
寄
せ
る
相
手
が
決
ま
っ
て
い
る
表
現
で
あ
る
。

琴
歌
譜
「
茲
都
歌
」
の
歌
譜
で
は
、
上
句
の
「
み
も
ろ
に
築
く
や
玉
垣

築
き
余
す
」
ま
で
し
か
歌
わ
れ
ず
、「
築
き
余
す
」
が
六
回
歌
わ
れ
る
。

琴
歌
譜
「
茲
都
歌
」
は
、
玉
垣
を
築
く
よ
う
に
神
に
仕
え
続
け
る
こ
と

を
歌
う
も
の
で
あ
り
、「
神
の
宮
人
は
誰
に
頼
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

い
や
神
様
に
ず
っ
と
お
仕
え
し
ま
す
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
貫
之
集
二

一
番
歌
は
、
賀
茂
臨
時
祭
（
十
一
月
）
の
屏
風
歌
だ
が
、「
宮
人
は
山
藍

で
摺
っ
た
小
忌
衣
に
ゆ
ふ
だ
す
き
を
か
け
て
、
誰
に
心
を
寄
せ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

琴
歌
譜
「
茲
都
歌
」
も
貫
之
集
二
一
番
歌
も
、
祭
祀
の
場
で
「
神
に
仕

え
る
宮
人
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
貫
之
は
「
志
都
歌
（
茲
都
歌
）」

や
古
語
拾
遺
（
崇
神
天
皇
条
）
の
、「
宮
人
」
歌
謡
を
知
っ
て
お
り
、
そ
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れ
ら
の
表
現
の
「
宮
人
」
と
「
衣
」
に
、
さ
ら
に
「
ゆ
ふ
だ
す
き
」
を
か

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
祇
歌
と
し
て
「
心
を
か
け
る
」「
心
を
寄
せ
る
」

と
い
う
意
味
を
引
き
出
す
技
法
を
取
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
令
和
3
年
度  
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
論
文
題
目

◇
令
和
3
年
度 

国
語
国
文
学
専
修  

卒
業
論
文

〈
国
文
学
〉

赤
井　
　

閑	

江
戸
川
乱
歩
『
孤
島
の
鬼
』
論
―
作
品
の
中
の
「
異
」
―

浅
田　

晴
行	

曲
亭
馬
琴
に
よ
る
小
説
『
椿
説
弓
張
月
』
の
主
人
公
で
あ

る
源
為
朝
の
琉
球
王
国
に
お
け
る
天
命
に
つ
い
て
の
考
察

浅
野　

実
悠	

内
田
百
閒
「
山
高
帽
子
」
論

淡
路　

楓
和	

怪
異
す
る
男
と
女
―
「
浅
芽
が
宿
」「
吉
備
津
の
釜
」「
蛇
性
の
婬
」

「
青
頭
巾
」
考
―

石
本　

梨
乃	

宮
沢
賢
治
「
黄
い
ろ
の
ト
マ
ト
」
論

板
井　

晴
香	

夢
野
久
作
「
押
絵
の
奇
蹟
」
論
―
ト
シ
子
と
母
を
め
ぐ
っ
て
―

伊
東
沙
耶
香	

『
醒
睡
笑
』
論
―
「
笑
い
の
普
遍
的
要
素
」
の
視
点
か
ら
―

稲
田　

有
華	

「
八
百
比
丘
尼
」
の
形
成
と
展
開

稲
本　

朋
希	

小
川
洋
子
『
密
や
か
な
結
晶
』
論
―
「
わ
た
し
」
が
書
く
小

説
の
存
在
意
義
を
め
ぐ
っ
て
―

上
田　

未
来	

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
雲
居
雁
に
人
形
造
形
―
夫
・
子
ど

も
達
へ
の
愛
情
か
ら
―

植
野　

智
絵	

太
宰
治
『
人
間
失
格
』
論
―
葉
蔵
と
「
世
間
」
と
の
繋
が
り
に

つ
い
て
―

臼
井　

陽
向	

吉
本
ば
な
な
『
キ
ッ
チ
ン
』
論
―
性
役
割
か
ら
の
解
放
―

内　
　

俊
晴	

山
上
憶
良
の
七
夕
歌
に
つ
い
て

内
間　

桐
子	

『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
―
巻
二
の
四
「
残
る
物
と
て
金
の
鍋
」
考
―

梅
本　

知
里	

『
竹
取
物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』
の
関
連
性
に
つ
い
て
―
『
源

氏
物
語
』
玉
鬘
巻
に
お
け
る
『
竹
取
』
引
用
を
中
心
に
―

大
林　

史
弥	

『
平
家
物
語
』
諸
本
に
み
る
「
木
曽
最
期
」

大
村　

彩
花	

山
本
周
五
郎
『
小
説　

日
本
婦
道
記
』
論
―
五
編
の
作
品
同

士
の
関
係
性
―

小
川　

未
来	

音
楽
と
心
理
学
の
観
点
か
ら
見
た
光
源
氏
の
恋
愛
―
明
石

の
君
・
末
摘
花
を
中
心
に
―

小
田
奈
津
子	

『
仁
勢
物
語
』
論
―
そ
の
魅
力
と
教
育
現
場
に
お
け
る
応
用
―

小
畠　

彩
華	

『
西
山
物
語
』
考
―
七
郎
と
八
郎
の
描
写
の
違
い
を
中
心
に
―

小
畠　

萌
華	

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
夢
」
お
よ
び
「
夢
語
り
」
に

つ
い
て

陰
山　

咲
楽	

三
島
由
紀
夫
『
沈
め
る
滝
』
論
―
ダ
ム
現
場
で
の
共
同
生
活
に

つ
い
て
―

加
藤　

未
来	
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
父
子
の
関
係
―
桐
壺
帝
・
光
源
氏
・
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夕
霧　

親
子
三
世
代
の
繋
が
り
―

河
野　
　

暁	

大
江
健
三
郎
「
個
人
的
な
体
験
」
論
―
新
し
い
価
値
観
の
会

得
―

川
村　

菜
月	
紫
の
上
と
明
石
の
君
の
関
係
性
の
変
化

木
水　

豊
規	

梅
崎
春
生
「
風
宴
」
論
―
「
私
」
が
抱
え
る
︿
不
条
理
﹀
に
つ

い
て
―

清
田　
　

駿	

『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
題
と
分
類
に
関
す
る
一
考
察
―
六
帖

成
立
の
問
題
に
も
関
連
し
て
―

黒
澤　

太
智	

三
島
由
紀
夫
『
美
し
い
星
』
論
―
一
九
六
〇
年
代
の
家
族
と
幸

福
―

林　
　

紗
也	

古
事
記
に
お
け
る
大
国
主
神
に
つ
い
て

九
重　

宏
海	

松
本
清
張
『
点
と
線
』
論
―
社
会
派
推
理
小
説
に
込
め
ら
れ
た

作
者
の
意
識
―

小
林
昂
太
郎	

『
万
葉
集
』
の
音
に
つ
い
て

佐
伯
古
都
音	

『
落
窪
物
語
』
研
究
―
王
朝
物
語
と
し
て
の
位
置
づ
け
―

坂
下　
　

遥	

『
本
朝
女
鑑
』
か
ら
見
る
女
性
の
目
指
す
べ
き
姿
の
変
貌

と
時
代
背
景

新
見　

莉
子	

太
宰
治
「
富
嶽
百
景
」
論
―
「
私
」
の
中
の
富
士
山
像
―

菅　
　

千
早	

『
百
人
秀
歌
』
の
研
究
―
配
列
に
注
目
し
て
―

鈴
木　

恋
奈	

太
宰
治
『
新
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
論
―
登
場
人
物
と
言
葉
と
噂
に
つ

い
て
―

世
良　

苑
香	

『
和
泉
式
部
日
記
』
に
お
け
る
月
の
在
り
方

高
田
恵
梨
香	

太
宰
治
「
千
代
女
」
論
―
「
気
が
狂
ふ
」
少
女
―

高
橋　

里
奈	

川
端
康
成
『
眠
れ
る
美
女
』
論
―
物
語
の
構
成
を
中
心
に
―

寺
本　

春
奈	

『
雨
月
物
語
』「
菊
花
の
約
」
に
お
け
る
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
性

に
つ
い
て
の
考
察

冨
永　

早
紀	

中
勘
助
『
銀
の
匙
』
論
―
教
育
観
を
め
ぐ
っ
て
―

仲
村　

天
音	

日
本
の
昔
話
に
お
け
る
異
類
婚
姻
譚
に
つ
い
て

中
村　

勇
二	

『
土
佐
日
記
』
の
歌
学
―
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
と
の
比
較
か

ら
―

西　
　

更
紗	

坂
口
安
吾「
青
鬼
の
褌
を
洗
う
女
」論
―「
天
然
自
然
の
媚
態
」

を
め
ぐ
っ
て
―

西
村　

日
菜	

『
宇
治
拾
遺
物
語
』「
児
ノ
カ
イ
餅
ス
ル
ニ
空
寝
シ
タ
ル
事
」

再
考

布
本　

瑞
実	

登
場
人
物
か
ら
見
る
『
世
間
娘
気
質
』

野
々
村　

廉	

『
大
和
物
語
』
の
独
自
性
―
『
伊
勢
物
語
』
第
23
段
と
『
大
和
物

語
』
第
149
段
の
比
較
中
心
に
―

早
川　

裕
菜	

定
家
と
式
子
内
親
王
の
物
語
は
如
何
に
展
開
し
た
か

東
良　

千
聖	

室
町
時
代
物
語
『
玉
水
物
語
』
に
つ
い
て

久
田　

幸
輝	
『
ヴ
ァ
イ
オ
レ
ッ
ト
・
エ
ヴ
ァ
―
ガ
ー
デ
ン
』
に
お
け
る
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主
人
公
の
造
形

藤
本　

春
月	

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
花
散
里
の
存
在
意
義
―
養
子
の
養

育
に
着
目
し
て
―

古
屋　

奈
海	
『
和
泉
式
部
日
記
』
の
自
作
説
再
考
―
「
草
」
と
「
月
」
の
描

写
を
中
心
に
―

堀　

有
紗
季	

高
村
光
太
郎
『
道
程
』
論

南
岡　

里
奈	

朱
雀
院
と
「
心
の
闇
」
―
『
源
氏
物
語
』
朱
雀
院
論
―

村
上　

詩
織	

万
葉
集
に
お
け
る
雨
―
春
雨
・
時
雨
を
中
心
に
―

村
山　
　

竜	

鈴
木
三
重
吉
「
桑
の
実
」
論
―
恋
愛
関
係
に
発
展
し
な
い
原
因

に
関
し
て
―

森
本　

桜
香	

谷
崎
潤
一
郎
『
痴
人
の
愛
』
論
―
ナ
オ
ミ
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー

リ
ー
―

森
本　

悠
里	

弘
川
寺
散
歩
―
西
行
を
た
ず
ね
て
―

山
口
日
菜
子	

芥
川
龍
之
介
「
雛
」
論
―
雛
人
形
の
持
つ
役
割
に
つ
い
て
―

山
田　

真
大	

「
桜
桃
」
論
―
桜
桃
再
考
―

山
出　

瑞
歩	

澪
標
巻
「
か
や
う
の
人
」
と
「
思
ふ
さ
ま
に
か
し
づ
き
た

ま
ふ
べ
き
人
」
に
つ
い
て
―
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
後
見
制

度
か
ら
―

山
本　

七
海	

六
条
御
息
所
と
明
石
の
君
―
「
伊
勢
の
御
息
所
に
い
と
よ
う
お

ぼ
え
た
り
」
の
意
味
―

山
本　

悠
介	

『
今
昔
物
語
集
』
に
於
け
る
「
孝
」
―
震
旦
部
・
本
朝
部
の
比

較
を
通
じ
て
―

生
田　
　

陸	

永
井
荷
風
「
す
み
だ
川
」
論
―
長
吉
の
人
物
像
に
関
し
て
―

谷
脇　

優
介	

桃
太
郎
と
翻
案
作
品

〈
国
語
学
〉

赤
尾　

佳
昭	

ド
ラ
マ
や
漫
画
に
お
け
る
オ
ネ
エ
・
オ
カ
マ
キ
ャ
ラ
の
創
出

足
立　

美
咲	

「
萌
え
」「
神
」「
尊
い
」
の
新
用
法
に
つ
い
て

伊
藤
結
衣
子	

「
軽
率
に
」
の
新
用
法
の
使
用
実
態
と
許
容
度
に
つ
い
て

今
井　

葉
月	

歌
詞
表
記
に
お
け
る
漢
字
と
記
号

上
野
さ
ゆ
み	

重
言
の
使
用
実
態

上
原　

瑞
希	

聖
書
協
会
共
同
訳
に
お
け
る
「
美
し
い
日
本
語
」
―
新
約

聖
書
ヨ
ハ
ネ
の
著
と
「
ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙
」
を
例
に
―

太
田　

花
菜	

Y
ouT

ube

コ
メ
ン
ト
欄
の
口
論
談
話
の
分
析

貝
塚　

太
一	

M
-1

グ
ラ
ン
プ
リ
に
お
け
る
︿
ツ
ッ
コ
ミ
﹀
の
多
様
性
と

変
遷

小
松
明
花
梨	

ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
の
歌
詞
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
変
遷

多
田　

歩
未	

非
漢
字
圏
日
本
語
学
習
者
へ
の
漢
字
語
彙
の
読
み
の
習
得

に
関
す
る
指
導
法

田
中　

聡
子	

誤
用
の
定
着
と
パ
タ
ー
ン

谷　
　

瑞
稀	
国
語
読
本
に
お
け
る
踊
り
字
の
変
遷
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栃
尾　

陽
香	

方
言
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
―
博
多
弁
の
「
か
わ
い
い
」
イ
メ
ー
ジ

の
形
成
と
浸
透
―

永
野　

柚
葉	
「
～
し
か
勝
た
ん
」
の
使
用
の
動
態

西
河　

利
紗	
大
阪
若
年
層
に
お
け
る
和
泉
方
言
の
動
態

浜
浦　

伊
織	

曖
昧
な
発
音
と
表
記
揺
れ
の
関
連
性

平
山
ひ
よ
り	

ニ
ュ
ー
ス
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
音
声
に
お
け
る
ピ
ッ
チ
の
変
遷

藤
田　

知
音	

『
ら
ん
ま1/2
』
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
表
記
―
ひ
ら
が
な

と
カ
タ
カ
ナ
の
使
い
分
け
―

藤
原　

修
也	

文
学
作
品
に
お
け
る
感
情
表
現
の
比
喩
―
「
喜
」「
怒
」「
哀
」

に
使
用
さ
れ
る
比
喩
―

松
本
菜
々
子	

SN
S

を
介
し
た
あ
い
さ
つ
表
現
の
多
様
化

眞
鍋　

忠
彦	

認
識
の
し
や
す
さ
で
み
る
数
字
の
語
呂
合
わ
せ

山
上　

謙
一	

「
同
音
の
漢
字
に
よ
る
書
き
か
え
」
の
使
用
実
態

山
下　

桜
花	

連
体
助
詞
「
の
」
に
お
け
る
日
韓
対
照
研
究

吉
井　

大
晟	

「
ス
体
」
敬
語
の
許
容
・
容
認
度
の
傾
向
に
つ
い
て
の
研
究

上
畑　

夏
実	

「
安
定
」
の
意
味
変
遷
に
つ
い
て

釜
本
か
な
で	

万
葉
集
仮
名
主
体
巻
に
お
け
る
万
葉
仮
名
の
字
義
を
意
識

し
た
字
母
選
択
に
つ
い
て

中
内　
　

遥	

自
慢
談
話
の
語
用
論
的
分
析

◇
令
和
4
年
3
月
期　

修
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

岡
本　
　

梓	

巌
谷
小
波
『
和
英
対
訳
日
本
昔
噺
（Iw

ayaʼs Fairy

	
T

ales of O
ld Japan

）』
に
関
す
る
書
誌
的
考
察

勝
矢　

裕
貴	

『
源
平
盛
衰
記
』
巻
三
十
五
「
粟
津
合
戦
の
事
」
―
木
曽
義

仲
の
最
期
―

巽　
　

百
花	

御
伽
草
子
『
一
寸
法
師
』
考
―
捨
て
ら
れ
た
申
し
子
に
つ
い
て
―

山
口　
　

駿	

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
三
話
「
鬼
に
癭
取
ら
る
る
事
」
再
考

曹　
　

露
月	

『
朧
月
猫
の
草
紙
』に
お
け
る
猫
に
関
わ
る
表
現
に
つ
い
て

何　
　

仁
武	

村
上
春
樹
『
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
』
論
―
自
己
認
識
の
行

方
―

中
島　
　

葵	

福
永
武
彦
「
廃
市
」
論
―
《
掘
割
》
の
象
徴
性
を
め
ぐ
っ
て
―

橋
本
こ
こ
ろ	

川
端
康
成
「
舞
姫
」
論
―
戦
後
の
舞
姫
と
川
端
康
成
―

〈
国
語
学
〉

呉　
　

文
傑	

外
来
語
「
ク
レ
ー
ム
」
と
「
ク
レ
ー
マ
ー
」
―
意
味
用
法
の

相
互
関
係
―

◇
令
和
4
年
3
月
期　

博
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

三
原

　
尚
子	

俳
諧
に
お
け
る
「
受
容
」
の
諸
相
―
芭
蕉
顕
彰
活
動
な
ら
び

に
個
人
句
集
刊
行
の
実
態
―
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鄭
　
　
芝
媁	

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン

　
中
国
へ
の
関
心
―
神
話
、
宗
教
、

怪
談
を
め
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